
国民健康保険証が更新されます………………………２

身近な地域交通の実現に向けて………………………４

ペレットストーブの購入に10万円を助成します……６
白馬中学校50周年記念総合発表会を開催します……10

９月７日（日）に北部グラウンドにおいて第52回白馬村村民運動会が開催されました。
子どもからお年寄りまで、多くの方が様々な種目に出場したり、一生懸命応援したり、
とてもにぎやかな運動会となりました。
ご参加いただいた皆様に、この場をお借りして感謝申し上げます。

広報はくば 館報はくば

2008
Vol.3849

白馬の里にひと集い　くらし健やか　むらごと自然公園

白馬村成人式の報告・文化祭のお知らせ……………１
第52回白馬村村民運動会の報告………………………２
ウイング21文化ホール公演情報………………………３
男女共同参画社会づくり・村人のひろば……………４
図書館だより……………………………………………５



    

　
国
民
健
康
保
険
証
は
10
月
１
日
で
更
新
と
な
り
ま
す
。 

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
保
保
険
証
は
９
月
30
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
９
月
下
旬
に
新

し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。
10
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
現
在
お
持

ち
の
保
険
証
は
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
ら
裁
断
の
上
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
今
回
更
新
さ
れ
る
保
険
証
か
ら
１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
型
に
な
り
ま
す
。
一
般
被
保
険
者
証

は
空
色
、
退
職
被
保
険
者
証
は
桃
色
と
な
り
ま
す
。 

　（
※
国
保
税
に
未
納
の
あ
る
方
は
世
帯
証
と
な
り
ま
す
） 

　
受
け
取
っ
た
ら 

　
記
載
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う 

 

　
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
ま
と
め
て
郵
送
し

ま
す
。
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
な
ど
記
載
内

容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
遠
隔
地
・
学
生
用
保
険
証
の 

　
手
続
き
つ
い
て 

 

　
長
期
の
出
張
や
旅
行
な
ど
の
際
に
交
付
し
て

い
た
「
遠
隔
地
用
保
険
証
」
は
、
１
人
１
枚
化

に
伴
い
不
要
と
な
り
ま
す
。 

　「
学
生
用
保
険
証
」
は
、
就
学
の
た
め
住
民

票
を
異
動
す
る
場
合
に
引
き
続
き
交
付
し
ま
す

の
で
、
在
学
証
明
書
等
を
持
参
の
上
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

　（
※
世
帯
証
の
方
は
引
き
続
き
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
） 

 

　
保
険
証
の
紛
失
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

  

　
保
険
証
が
１
人
１
枚
に
な
っ
た
の
で
、「
家

族
が
保
険
証
を
持
っ
て
出
か
け
て
い
て
病
院
に

行
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
不
便
さ
は
解
消
さ

れ
ま
す
が
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
た
め
紛
失
し
や

す
い
の
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
も
し
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
身
分
を

証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
と
印
鑑

を
持
参
の
上
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
保
険
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て 

 

　
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
21
年
９
月
30

日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
方
は
有
効
期

限
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
… 

 

 

①
75
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
る
方 

　
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で 

　
　 

    

②
65
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
る
退
職

被
保
険
者
本
人
及
び
被
扶
養
者
の
方 

 

　
65
歳
の
誕
生
日
の
月
の
末
日
ま
で
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
日
月
の
前
月
末

日
ま
で
） 

　
　
※
退
職
被
保
険
者
か
ら
一
般
被
保
険
者
へ
と
資

格
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
別
途
一
般
被
保
険

者
証
を
交
付
し
ま
す 

 

10
月

か

ら
　

国
保
の
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す 

○新しい保険証は、１人１枚のカード型に変わります。 

○家族が同じ時間に別々の医療機関にかかることができます。 

○銀行のカードなどと同じサイズで持ち歩きに便利です。 

一般被保険者証 

（空色） 

退職被保険者証 

（桃色） 

　
　
※
別
途
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す 
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保
育
士（
臨
時
職
員
）を 

募
集
し
ま
す 

    

　
白
馬
村
で
は
、
次
の
と
お
り
保
育
士
（
臨

時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。 

 

募
集
人
数
　
若
干
名 

 

勤

務

先
　
し
ろ
う
ま
保
育
園 

 

勤
務
期
間
　
平
成
20
年
12
月
１
日
か
ら 

　
　
　
　
　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で 

 

勤

務

日
　
週
５
日 

 

勤
務
時
間
　
８
時
15
分
か
ら 

　
　
　
　
　
17
時
15
分
の
間
の
８
時
間 

 

賃
　
　
金
　
日
額
６
千
円 

　
　
　
　
　（
勤
務
経
験
者
７
千
円
） 

 

応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域
に
住
ん
で
い

て
、
保
育
士
の
資
格
が
あ
る
方 

 

申
込
方
法
　
履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
白

馬
村
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

申
込
締
切
　
平
成
20
年
10
月
31
日（
金
） 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課 

    

　
平
成
21
年
度
の

し
ろ
う
ま
保
育
園

入
園
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
致

し
ま
す
。
入
園
を

ご
希
望
の
方
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
３
歳
児
以
上
の
在
園
児
で
引
き

続
き
入
園
を
希
望
す
る
方
は
手
続
き
不
要

で
す
。 

　
ま
た
、
当
日
出
席
で
き
な
い
方
は
、
当

日
の
資
料
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
住
民

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
平
成
20
年
10
月
10
日（
金
） 

　
　
　
　
10
時
30
分
か
ら 

 

場
　
所
　
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
学
習
室
（
２
階
） 

 

内
　
容
　
入
園
申
込
方
法
に
つ
い
て
の
説
明 

　
　
　
　
し
ろ
う
ま
保
育
園
の
概
要 

　
　
　
　
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
の
概
要 

 
＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課 

し
ろ
う
ま
保
育
園 

入
園
説
明
会
の
ご
案
内 

　
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
方 

  

　
過
去
に
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
平
成
20
年
度
第
３

期
分
（
８
月
納
期
分
）
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

税
に
未
納
が
あ
る
場
合
、
国
民
健
康
保
険
法
第

９
条
に
基
づ
き
、
そ
の
世
帯
に
対
し
有
効
期
限

の
短
い
（
１
カ
月
か
ら
半
年
）
短
期
被
保
険
者

証
及
び
被
保
険
者
証
資
格
証
明
書
の
交
付
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。 

　
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
至
急
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
納
税
が
困
難
な
方
は
、
役
場
税
務

課
へ
お
早
め
に
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
　
住
民
福
祉
課
　
国
　

保
　

係 

　
　
　
　
　
　
　
税
　
務
　
課
　
国
保
税
係 

 

医療費適正化にご協力ください  
～家族で取り組もう医療費節約～ 

　国民健康保険は皆さんに納めていただく国保税や国庫支出金などで運営され、医療費の増
加が国保税率増加につながってきます。国保財政の健全運営のためにも、重複多受診を避け、
かかりつけ医を持つなど医療機関へのかかり方を見直し、病気の早期発見のためにも定期的
な健康診断を受けるなど医療費抑制にご協力ください。 

こんなときには14日以内に届出を 

こんなとき お持ちいただくもの 

印鑑 
健康保険離脱証明書など（健康保険
の資格がなくなった日が確認できる
もの） 

印鑑 
国保の保険証 
職場の健康保険証 

印鑑 
身分を証明するもの（運転免許証など） 

国保の保険証 
印鑑　年金証書 

退職などで職場の健康保険をやめたとき 

健康保険の扶養家族から外れたとき 

職場の健康保険などに入ったとき 

健康保険の扶養家族になったとき 

保険証をなくしたとき 

就学のため村外へ住民票の異動をするとき 

退職者医療制度の対象となったとき 

国保に 
入るとき 

国保を 
やめるとき 

その他 
国保の保険証 
在学証明書又は学生証（コピー可） 
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白
馬
村
教
育
課
で
は
白
馬
村
立
の
小
・

中
学
校
に
勤
務
す
る
臨
時
的
任
用
職
員

お
よ
び
非
常
勤
講
師
を
事
前
登
録
者
よ

り
任
用
し
て
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
次
に
よ
り
登
録
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

申
し
込
み
資
格 

　
該
当
す
る
教
員
免
許
状
を
有
す
る
こ

と
、
ま
た
は
取
得
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。 

  

　
地
方
公
務
員
法
第
16
条
及
び
学
校
教

育
法
第
９
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な

い
こ
と
。 

　 申
し
込
み
方
法 

必
要
書
類 

　
登
録
申
込
書
（
所
定
の
様
式
が
あ
り

ま
す
の
で
白
馬
村
教
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

　
顔
写
真
（
上
半
身
・
正
面
向
・
脱
帽

　
　
　
　
　

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）　
１
部 

提
出
先 

白
馬
村
教
育
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
　
教
育
課 

 

※
教
員
免
許
状
取
得
見
込
み
の
方
の
採
用
は
免

許
状
取
得
後
に
な
り
ま
す
。 

   

　
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課
で
は
、
次

の
と
お
り
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。 

 

○
冬
季
ス
キ
ー
傷
害
診
療 

期
　
　
間
　
平
成
20
年
12
月
中
旬
か
ら 

平
成
21
年
４
月
上
旬
の
土
・

日
・
祝
日
・
12
月
29
日
か

ら
１
月
３
日
の
午
後 

募
集
人
員
　
若
干
名 

勤
務
場
所
　
村
が
委
託
す
る
村
内
の
医

療
機
関 

 

○
第
58
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会 

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
） 

期
　
　
間
　
平
成
21
年
２
月
２
日
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
６
日
ま
で 

募
集
人
員
　
３
名 

勤
務
場
所
　
村
内
ス
キ
ー
競
技
会
場 

 

＊
詳
細
は
住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

臨
時
的
任
用
職
員
・ 

非
常
勤
講
師
の
登
録
に
つ
い
て 

看
護
師
を
募
集
し
ま
す 

     

　
村
で
は
、
８
月
25
日
に
第
２
回
白
馬
村
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
、

11
月
か
ら
試
験
運
行
を
ス
タ
ー
ト
す
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
計
画

を
決
定
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
運
行
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
試
験
運
行
を
実
施
し
て
利
用
意
向
や
需
要
を

見
な
が
ら
、
本
格
運
行
に
切
り
替
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

○
試
験
運
行
の
概
要 

　
運
行
期
間
　
平
成
20
年
11
月
11
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で 

　
運
行
範
囲
　
白
馬
村
全
域 

利
用
対
象
者
　
村
内
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で
次
の
項
目
に
該
当
し
、

ご
自
分
で
（
付
添
人
の
力
を
借
り
て
）
乗
降
で
き
る
方 

・
65
歳
以
上
の
方 

・
妊
娠
中
の
方 

・
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
母
子
世
帯 

・
生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
被
保
護
世
帯 

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
す
る
方 

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
所
持
す
る
方 

こ
れ
ら
の
利
用
者
に
付
き
添
う
方 

　
運
　
行
　
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
と
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
） 

　
運
行
時
刻
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で
１
時
間
間
隔 

　
運
　
　
　
賃
　
１
乗
車
300
円
　
３
歳
児
未
満
は
無
料 

　
運
行
車
両
　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
２
台
（
予
備
車
両
と
し
て
普
通
車
も
使
用
） 

利
用
予
約
　
利
用
希
望
日
の
２
日
前
（
運
休
日
を
除
く
）
か
ら
当
日
30
分
前
ま
で
に
電
話
で
予
約

（
た
だ
し
、
午
前
８
時
30
分
の
始
発
便
は
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
予
約
） 

　
登
　
　
　
録
　
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
（
無
料
）
が
必
要 

 

　
登
録
方
法
や
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
次
回
10
月
号
で
詳
し
く
ご
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
協
議
経
過
は
白
馬
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 
 

＊
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
　
住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
担
当
‥
田
中
克
俊
） 

　

身
近
な
地
域
交
通
の
実
現
に
向
け
て
② 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
概
要
が
決
ま
り
ま
し
た 

第２回白馬村地域公共交通会議 

公共下
水道に接続しましょう
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○白馬村指定工事店一覧は、白馬村役場ホームページからもご覧いただけます。
　白馬村行政ホームページ→分野別に探す→上下水道→排水設備指定工事店
＊お問い合わせ　白馬村役場建設水道課　TEL　72̶5000

～下水道で快適な暮らし～公公共下
水道に接続しましょう公共下
水道に接続しましょう

5
工事が終わったら、５日以内に工事店
は村に工事完了届けを提出します。村
は検査を行い、合格すると検査済証票
を交付します。

工事の完了
6
公共下水道使用開始届を村に提出する
と、いよいよ下水道の使用開始です。
水洗トイレも使用できます。さわやか
な暮らしを肌で感じてください。

下水道利用開始

3
村から計画確認書が届くと、いよいよ
工事開始です。計画確認書は大切に保
管しましょう。

いよいよ工事

4
工事は１週間程で終わります。トイレ、
台所、風呂場などの排水口から、公共
マスまでの間に配水管を敷設します。
便槽や浄化槽は、し尿を汲み取って消
毒清掃した後、砂を埋めます。

工事がカンタンです

2
見積もりをよく確認

設計・見積書を作成してもらい内容を
検討し、村へ計画確認申請書を提出し
ます。工事店が代行します。村は、申
請の内容について審査をします。

1
排水設備工事の話がまとまったら、村
の指定工事店の中から依頼する工事店
を決めます。トイレの種類を決めるな
ど、詳しい打ち合わせをします。

まず、工事店を決めて
＊

下水道を利用するためには…

　下水道事業は、皆様の貴重な税金によって整備されており
ますが、公共下水道への接続が出来ない地域が広く残る中、
接続のできる地区の接続率が少ないところもあります。環境
保全がさけばれる中、快適な生活環境の確保、魅力ある観光
地としての水質改善を実現するためには、公共下水道へ接続
できる地域にお住まいの皆様の積極的な早期接続が必要です。
（下水道法第10条において、「供用開始地区においては、遅滞

なく排水設備を設置しなければならない。」と決められています。）
　下水道使用料は、受益者負担の原則から維持管理費、汚水
処理経費に充てておりますが、現在不足分を一般財源より補
填している状況です。
　環境衛生に欠かすことのできない公共下水道施設、ご利用
いただいて初めてその価値が発揮できますので、一日も早い
接続をお願いいたします。

総務課消費者行政担当　http://www.vill.hakuba.nagano.jp 
 somu@vill.hakuba.nagano.jp

ゆずります 
 

ゆずってください 
 ・ 現在登録はありません。 

・フォレスター純正アルミホイール付スタッドレスタイヤ 
（BLIZZAK MZ―03、215／60R16）４本（１台分） 

（ホイール錆有り、夏季は室内保管） ［希望価格：30,000円］ 

・厨房用ステンレス作業台（W900×L1500×H800） 
（1987年製、傷・汚れ有り） ［希望価格：3,000円］ 

・シングルベッド用スプリングマットレス 
（1987年製、傷・汚れ有り） ［希望価格：500円］ 登録状況（９月８日現在） 

○登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。掲載
されたものを譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連絡ください。 
○みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切にす
る心を育みながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。 
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白
馬
村
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

個
人
や
会
社
が
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

購
入
さ
れ
る
場
合
、
購
入
代
金
の
２
分

の
１
、
上
限
10
万
円
の
助
成
を
実
施
し

ま
す
。
申
請
期
間
は
10
月
１
日
か
ら
で
、

助
成
の
枠
は
10
台
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
間
伐
材
や

製
材
端
材
等
の
木
材
を
粉
砕
し
た
オ
ガ

粉
を
円
筒
形
に
固
め
た
ペ
レ
ッ
ト
を
燃

料
に
す
る
も
の
で
、
近
年
に
な
い
灯
油

高
の
昨
今
、
ひ
そ
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん

で
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
、
信
州
の
木
材
を
有
効
活
用
で
き

る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
を
、
是

非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
助
成
制
度
に
つ

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
白
馬
村
役
場

観
光
農
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

          

           

参
　
考 

（
環
境
へ
の
効
果
） 

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
１
台
使
う
こ

と
で
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
５
ト
ン
の
３
分
の
１
に
相
当

す
る
1.7
ト
ン
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。 

（
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
代
と
灯
油
代
の
比
較
） 

　
１
シ
ー
ズ
ン
の
ペ
レ
ッ
ト
の
燃
料
代

は
、
約
6
3，
0
0
0
円
（
11
月
〜
３
月
、

１
日
10
時
間
、1，
5
0
0
㎏
）
で
す
。

灯
油
と
の
比
較
は
、
今
年
８
月
の
灯
油

価
格
で
計
算
す
る
と
、
ペ
レ
ッ
ト
の
方

が
安
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト

の
購
入
は
大
町
市
の
大
北
森
林
組
合
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
１
袋
10
㎏
で
税
込

み
4
2
0
円
で
す
。 

 

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
10
万
円
を
助
成
し
成
し
ま
す 
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
10
万
円
を
助
成
し
ま
す 

    

み
な
さ
ん
の
日
常
の
生
活
の
中
で
、 

役
場
の
仕
事
に
対
し 

 

困
っ
て
い
る
こ
と
／
納
得
い
か
な
い
こ
と 

要
望
し
た
い
こ
と
／
聞
き
た
い
こ
と 

な
ど
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

秋
の
行
政
相
談
週
間
は 

10
月
20
日（
月
）〜
26
日（
日
）ま
で 

 

行
政
相
談
日
　
10
月
14
日（
火
） 

　
　
　
　
　
　
11
月
10
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　
１
月
13
日（
火
） 

　
　
　
　
　
　
３
月
９
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
） 

 

場
　
　
　
所
　
白
馬
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

　
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
は
お
気
軽
に
行

政
相
談
委
員
ま
で 

 
　
白
馬
村
の
行
政
相
談
委
員
は
、
佐
藤
和
孝
さ

ん
で
す
。 

 

ま
た
、
行
政
苦
情
110
番 

　
T
E
L
　

0
2
6
―

2
3
5
―

1
1
0
0
 

　
総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務
所 

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。  

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す 

行
政
相
談
の
ご
あ
ん
な
い 

    

平
成
20
年
９
月
21
日
〜
９
月
30
日

運
動
の
重
点 

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底 

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止 

・
飲
酒
運
転
の
根
絶 

・
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止 

 

　
今
年
８
月
末
ま
で
に
、
大
北
地
域
で
８
人
の

方
が
交
通
事
故
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
お
り
、
昨

年
に
比
べ
る
と
人
身
事
故
件
数
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
近
年
高
齢
者
の
事
故
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
運
転
に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
白
馬
村
役
場
総
務
課 

  

白
馬
村
交
通
安
全
協
会
か
ら
秋
の 

全
国
交
通
安
全
運
動
の
お
知
ら
せ 

 

 

39

（81市町村中）

42

（81市町村中） 

県下市町村順位 
運転手

98.0

(97.4)

98.8

(97.7)

助手席

94.1

(92.9)

96.2

(95.6)

４月10日

７月24日

調査実施日 
総　合

97.4

(96.7)

98.3

(97.4)

白馬村の８月末までの交通事故 

白馬村内のシートベルト着用調査の結果 

平成20年

平成19年

増　　減

件　数

31

38

－7

死　者

1

2

－1

傷　者

47

68

－21

シートベルト着用率 
単位：％　（　）内は県平均 
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平
成
20
年
度
　
村
道
除
雪（
融
雪
剤
散
布
）業
務
入
札
参
加
申
請
に
つ
い
て 

      

　
白
馬
村
で
は
、
平
成
20
年
度

村
道
除
雪
・
融
雪
剤
散
布
業
務

の
入
札
参
加
申
請
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。
業
務
の
受

託
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
に
よ

り
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

○
受
付
期
間
　
９
月
８
日（
月
）〜
10
月
10
日（
金
） 

 

○
提
出
書
類 

①
除
雪
（
融
雪
剤
散
布
）
業
務
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書 

②
使
用
印
鑑
届 

③
除
雪
（
融
雪
剤
散
布
）
業
務
従
事
者
届
（
※
運
転
免

許
証
及
び
技
能
講
習
修
了
証
明
書
の
写
し
を
添
付
の

こ
と
） 

④
機
械
の
保
有
状
況
（
※
車
検
証
の
写
し
、
緊
急
車
両

の
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
、
リ
ー
ス
車
両
の
場
合
は
リ
ー
ス
契
約
書
等
の
写

し
を
添
付
の
こ
と
） 

⑤
住
民
票
（
※
個
人
請
負
の
場
合
の
み
　
代
表
者
の
住

民
票
を
添
付
の
こ
と
） 

⑥
納
税
証
明
書
（
※
納
税
義
務
の
あ
る
全
て
の
村
税
の

納
税
証
明
書
で
、
１
ヵ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
） 

⑦
受
託
希
望
工
区
申
請
書 

 

・
上
記
の
①
〜
④
及
び
⑦
の
様
式
に
つ
い
て
は
白
馬
村

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
る
と
と
も
に
、

建
設
水
道
課
窓
口
で
も
配
布
し
ま
す
。 

・
除
雪
工
区
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
受
付
期
間
中
に
随

時
建
設
水
道
課
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。 

 

○
参
加
資
格 

①
法
人
に
あ
っ
て
は
本
店
も
し
く
は
営
業
所
を
村
内
に

有
し
、
個
人
に
あ
っ
て
は
住
民
票
を
村
内
に
有
し
て

い
る
者 

②
村
税
お
よ
び
公
共
料
金
等
に
未
納
額
が
な
い
者 

③
除
雪
対
策
実
施
要
領
等
の
村
が
示
す
作
業
要
領
を
遵

守
で
き
る
者 

④
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
6
7
条
の
４
の
規
定
に
該

当
し
な
い
者 

　
入
札
の
通
知
か
ら
入
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
指

名
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
な
い
者 

⑤
作
業
実
施
者
は
法
令
に
定
め
ら
れ
た
免
許
所
有
者
に

限
る 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
建
設
水
道
課 

 

    

　
外
国
人
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
の
雇
用
と

離
職
の
際
に
、
そ
の
都
度
、
当
該
外
国
人
の
氏

名
・
在
留
資
格
等
を
確
認
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
届
け
出
る
こ
と
が
全
て
の
事
業
主
の
方
に
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
９
月
30
日

の
施
行
日
前
か
ら
継
続
雇
用
し
て
い
る
外
国
人

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
届
出
を
行
う
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
届
け
出 

（h
ttp
s://g

aik
ok
u
jin
.h
ellow

ork
.g
o.jp
/g
k
jg

s/in
d
ex
.jsp

）
や
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
の
際

に
併
せ
て
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。 

 

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
大
町
（
T
E
L
　

2
2
―

0
3
4
0
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
」
は 

　
全
て
の
事
業
主
の
義
務
で
す 

10月納期の税金・保険料 
期　別 税　目 

村　県　民　税 
国民健康保険税 
後期高齢者医療保険料 

第３期 
第５期 
第３期 

９月納期の税金・保険料 
期　別 税　目 

国民健康保険税 
後期高齢者医療保険料 

第４期 
第２期 

９月・10月納期の税金・保険料は上記の通りです。
納期限に遅れないように納めましょう。 
口座振替にされている方は、９月25日・10月27日に
振り替えとなりますので、前日までに残高の確認を
お願いします。 

納期限 

27日 

25日 
納期限 

7

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
10
万
円
を
助
成
し
ま
す 



　 

  

　
平
成
20
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
ま
だ
受

け
て
い
な
い
飼
い
主
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で

秋
の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。 

　
該
当
の
方
に
は
事
前
に
は
が
き
が
届
き
ま
す
。

注
射
会
場
に
は
、
は
が
き
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は
一
年
に
一
度

接
種
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

既
に
大
北
地
区
以
外
の
獣
医
に
て
予
防
注
射

を
受
け
た
方
に
は
注
射
済
票
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
証
明
書
を
白
馬
村
役
場
環
境
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
、
交
付
手
数
料

の
5
5
0
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
飼
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
集

合
注
射
前
日
ま
で
に
環
境
課
へ
連
絡
し
て
死
亡

犬
の
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
　
程
　
10
月
６
日（
月
） 

 

注
射
会
場
　
神
城
多
目
的
集
会
施
設 

　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
10
時
50
分 

 

　
　
　
　
　
白
馬
村
役
場
玄
関
前 

　
　
　
　
　
11
時
10
分
〜
11
時
30
分 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
環
境
課 T

E
L
　

7
2
―

5
0
0
0

平
成
平
成
20
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を

年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

済
ま
さ
れ
て
な
い
方
へ

済
ま
さ
れ
て
な
い
方
へ
 

　 

  

　
最
近
、
迷
い
犬
が
発
見
さ
れ
、
広
報
無
線
で

飼
い
主
を
探
し
て
も
飼
い
主
が
現
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
迷
い
犬
は
数
日
役
場
で
預
か
り
、

そ
の
後
保
健
所
に
移
し
、
大
町
保
健
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
飼
い
主
の
問
い
合
わ
せ

を
待
ち
ま
す
。
そ
れ
で
も
飼
い
主
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
は
殺
処
分
さ
れ
ま
す
。 

　
や
む
を
得
ず
犬
を
飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
か
、
大

町
保
健
所
に
相
談
く
だ
さ
い
。
犬
を
飼
い
た
い

と
い
う
方
は
、
大
町
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
犬
も
家
族
の
一

員
と
し
て
終
生
飼
養
し
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
環
境
課 T

E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
 

 

　
大
町
保
健
所
食
品
生
活
衛
生
課 

T
E
L
　

2
3
―

6
5
2
8
 

 

　
大
町
保
健
所
迷
い
犬
情
報
掲
載
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.n

ag
an
o.jp
/x
eisei/ooh

o/osirase/m
ayoiinu.htm

平
成
20
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

済
ま
さ
れ
て
な
い
方
へ
 

犬
を
捨
て
な
い
で
！
 

　 

  

　
生
前
の
ペ
ッ
ト
動
物
た
ち
を
ご
家
族
同
様
に

支
え
あ
い
、
最
愛
の
ペ
ッ
ト
を
亡
く
さ
れ
た
皆

様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
な
に
よ
り
の
供
養

を
す
る
た
め
に
、
次
の
日
程
で
動
物
慰
霊
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
事
前
の
予
約
・
申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加

費
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

日
時
　
平
成
20
年
９
月
28
日（
日
） 

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
11
時
ま
で 

 

会
場
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
葬
祭
場
内 

　
　
　
動
物
慰
霊
碑
前 

　
　
　
大
町
市
大
町
8
2
9
3
―

1 

　
　
　
T
E
L
　

2
1
―

4
1
3
1 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支
部 

T
E
L
　

2
3
―

6
5
2
8 

 

　
大
北
飼
犬
管
理
対
策
協
議
会 

T
E
L
　

2
3
―

6
2
8
8  

犬
等
ペ
ッ
ト
動
物
の

犬
等
ペ
ッ
ト
動
物
の
 

慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す

慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
 

犬
等
ペ
ッ
ト
動
物
の
 

慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
 

　 

     

　
最
近
ク
マ
の
出
没
が
相
次
い

で
ま
す
。
今
年
の
村
内
に
あ
る

ク
リ
や
ド
ン
グ
リ
類
の
豊
凶
調

査
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
「
ク
リ

は
並
」「
コ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ

は
凶
」
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
冬
ま
で
の

間
に
人
里
に
多
く
出
没
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
山
林
に

入
る
際
に
は
充
分
気
を
つ
け
て

鈴
を
付
け
る
等
の
対
策
を
し
て

く
だ
さ
い
。
住
居
で
は
残
飯
な

ど
の
生
ゴ
ミ
、
不
要
に
な
っ
た

農
作
物
、
落
下
し
た
果
実
は
放

置
し
た
り
、
山
林
に
捨
て
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
前
年
収

穫
し
、
匂
い
の
強
く
な
っ
た
果

実
等
も
物
置
等
に
保
管
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た

蜜
蜂
飼
育
を
さ
れ
る
場
合
は
、

養
蜂
箱
を
な
る
べ
く
人
家
か
ら

離
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
ク
マ
に
限
ら
ず
野
生

動
物
に
よ
る
被
害
は
、
発
生
か

ら
な
る
べ
く
時
を
置
か
ず
に
白

馬
村
役
場
観
光
農
政
課
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ク
マ
ク
マ
に
注
意
!!

8



   

　
長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

　

電
話
相
談 

日
　
　
時
　
10
月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）・
３
日（
金
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時 

 

電
話
番
号
　
0
2
6
―

2
2
4
―

1
3
0
0
 

（
長
野
県
行
政
書
士
会
） 

 

　

面
接
相
談 

日
　
　
時
　
10
月
19
日（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

 

会
　
　
場
　
松
川
村
役
場
・
ほ
り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー
・

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
南
松
本
店 

     

相
談
内
容 

　
相
続
・
遺
言
・
養
子
縁
組
・
離
婚
・
後
見
・
土
地

家
屋
の
賃
貸
売
買
契
約
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
・
法
人

設
立
・
経
理
事
務
・
農
地
の
取
得
転
用
・
永
住
許
可
・

帰
化
申
請
な
ど 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
行
政
書
士
会 

T
E
L
　

0
2
6
―

2
2
4
―

1
3
0
0

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
は
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

※
混
雑
し
て
い
る
場
合
に
は
相
談
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

行
政
書
士
に
よ
る 

無
料
相
談
の
お
知
ら
せ 

   

　「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
法

律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
・
離
婚
・
扶
養
・
相
続
・
差
別
・

い
じ
め
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。 

 

日
　
　
時
　
10
月
１
日（
水
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時 

 

場
　
　
所
　
大
町
簡
易
裁
判
所 

 

主
　
　
催
　
裁
判
所
・
検
察
庁
・
弁
護
士
会
・
法
務
局
・
公
証

役
場
・
調
停
委
員
会 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
大
町
簡
易
裁
判
所
　
T
E
L
　

2
2
―

0
1
2
1

裁
判
所
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談 

10月1
日から10月7日までは

「法
の日」週間です！

   

　
長
野
県
司
法
書
士
会
と
長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
次
の
と

お
り
司
法
書
士
と
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。 

 

日
　
　
時
　
10
月
４
日（
土
）　
13
時
〜
16
時 

 

場
　
　
所
　
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
相
談
室
） 

 

内
　
　
容 

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談 

　
不
動
産
の
登
記
・
会
社
（
法
人
）
の
登
記
、
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類

の
作
成
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多
重
債
務
、
相
続
・
借
地
借
家
、

不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取
引
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
財
産
管

理
、
悪
質
商
法
被
害
、
賃
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
、
新
会
社
法
・
中
小

企
業
法
務
な
ど 

 

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
法
律
相
談 

　
土
地
の
面
積
測
量
や
分
筆
測
量
、
境
界
問
題
、
建
築
の
新
築
・
増
築

の
登
記
等 

 

　
ご
予
約
い
た
だ
い
た
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
予
約
せ

ず
に
当
日
お
出
で
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談 

　
菅
澤
司
法
書
士
事
務
所
　
T
E
L
 

2
3
―

7
8
5
5 

 

　
土
地
家
屋
調
査
士
無
料
法
律
相
談 

　
長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
大
町
支
部
　
T
E
L
 

2
2
―

4
6
3
3
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平
成
20
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

済
ま
さ
れ
て
な
い
方
へ
 

犬
等
ペ
ッ
ト
動
物
の
 

慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
 

ク
マ



  

　
10
月
９
日（
木
）・
10
日（
金
）
の
２
日
間
、
白
馬
中
学
校
で
は
総
合
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
あ
り
が
と
う
　
〜
50
年
分
の
感
謝
を
込
め
て
、
未
来
に
向
け
る
僕
ら
の
言
葉
〜
」

で
す
。
白
馬
中
学
校
の
50
年
の
歴
史
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
に
在
校
生
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
伝
え
、
ま
た
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
、
と
い
う
生
徒
た
ち
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
校
舎
を
一
般
開
放
し
て
、
生
徒
た
ち
の
作
品
や
、
開
校
50
周
年
を
記
念
し
た
展
示
物
（
９
月
16

日
か
ら
10
月
11
日
ま
で
、
昇
降
口
周
辺
を
会
場
に
公
開
し
ま
す
）
を
終
日
展
示
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
努
力
の
成
果
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

日
　
程
　
10
月
９
日（
木
）　
会
場
　
中
学
校 

　
・
開
会
式
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
時
40
分
〜
９
時
00
分 

　
・
意
見
文
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
時
10
分
〜
９
時
50
分 

　
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
発
表
…
…
…
10
時
00
分
〜
10
時
40
分 

　
　
昼
食 

　
・
生
徒
会
企
画
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
時
30
分
〜
12
時
50
分 

　
・
運
動
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13
時
00
分
〜
15
時
30
分 

 

　
　
　
　
10
月
10
日（
金
）　
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
21 

　
・
演
劇
部
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
時
20
分
〜
10
時
00
分 

　
・
選
択
教
科
（
体
育
・
家
庭
）
の
発
表
…
10
時
10
分
〜
10
時
55
分 

　
　
昼
食 

　
・
選
択
教
科
（
音
楽
）
の
発
表
…
…
…
…
12
時
00
分
〜
12
時
25
分 

　
・
吹
奏
楽
部
の
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
12
時
25
分
〜
12
時
55
分 

　
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
13
時
05
分
〜
14
時
30
分 

　
　
　
　
　（
閉
会
式
―
中
学
校
に
て
） 

 

　
ま
た
、
今
年
は
白
馬
中
学
校
の
開
校
50
周
年
を
向
え
、
翌
10
月
11
日（
土
）
に
は
ウ
イ
ン
グ
21

で
、
生
徒
、
職
員
、
来
賓
、
村
教
委
の
皆
さ
ん
の
出
席
の
も
と
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。（
会
場
の

都
合
で
ご
招
待
し
た
方
の
み
の
出
席
） 

　
開
校
50
周
年
の
記
念
誌
も
来
年
３
月
の
刊
行
を
め
ざ
し
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
11
月
に
注
文
を

と
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
多
く
の
ア
ル
ミ
缶
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
雪
の
季
節
に
な
る

ま
で
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
昇
降
口
に
置
い
て
お
き
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

　
白
馬
中
学
校
は
今
年
開
校
50
周
年
を
迎
え
、
記

念
事
業
と
し
て
記
念
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
記
念
誌
編
集
委
員
会
で
は
、
記
念
誌
に

載
せ
る
卒
業
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。 

 

探
し
て
い
る
の
は
、
白
馬
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た 

 

・
昭
和
18
年
か
ら
昭
和
23
年
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

・
昭
和
25
年
か
ら
昭
和
28
年
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

・
昭
和
30
年
か
ら
昭
和
32
年
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

 

　
以
上
の
皆
さ
ん
の
卒
業
写
真
で
す
。
卒
業
写
真

を
貸
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
白
馬
中
学
校
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ア
ル
バ
ム
の
ま
ま
お
預
か
り
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
大
切
な
卒
業
写
真
、
慎
重

に
扱
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
開
校
50
周
年
を
機
に
、
学
校
の
歴
史
的

な
資
料
と
し
て
、
生
徒
会
の
会
誌
や
学
校
要
覧
も
、

50
年
分
揃
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
何
年
分

か
欠
け
て
お
り
探
し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
誌
・
学

校
要
覧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
へ
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
中
学
校
　
田
中 

T
E
L
　

7
2
―

2
0
2
6

　８月19日（火）午前11時頃、大雪渓上部（標高
2400ｍ付近）で土砂崩落がありました。 
　長さ約70ｍ、幅約35ｍ、厚さ約２ｍにわたる
北側斜面の崩落で、登山中の男女２名が巻き込
まれ死亡し、また現場付近で１名が行方不明と
なっています。 
　亡くなられた方のご冥福をお祈りします。 

大雪渓土砂崩落について 

白
馬
中
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

総
合
発
表
会
を
開
催
し
ま
す 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ 
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平成20年度下半期出張相談日程 

スクラム・ネットへのご案内 

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」　
〜
障
が
い
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
〜
 

 

出
張
相
談
に
つ
い
て 

　
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
は
白
馬
村
で
出
張
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
し
た
い
け
れ
ど
大

町
市
ま
で
行
く
の
は
大
変
…
、
と
い
う
方
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
年
下
半
期
の
出
張
相

談
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
ま
た
、
相
談
は
事
前
に
予
約
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
確
実
で
す
。（
予
約
な
し
で
も
相
談
で
き

ま
す
が
、
予
約
の
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。）
予

約
は
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
白
馬
村
役

場
住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0（
内
線
）1
5
7
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

時　間 

会　場 

日　程 

白馬村保健福祉ふれあいセンター２階 
福祉相談室 

13時～15時 

平成20年10月24日（金）
平成20年11月21日（金）
平成20年12月26日（金）
平成21年１月30日（金）
平成21年３月６日（金） 

　
大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス

ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」
は
、
白
馬
村
を
は
じ

め
と
す
る
大
北
地
区
内
の
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
や
そ
の
ご
家
族
を
総
合
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
相

談
窓
口
で
す
。
障
が
い
の
種
類
や
手
帳
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
障
が
い
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
悩
み
や
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。 

　
相
談
は
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
ス
タ

ッ
フ
が
お
受
け
し
、
解
決
に
向
け
て
総
合

的
に
支
援
し
ま
す
。
個
人
情
報
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

 

生
活
支
援 

　
障
が
い
を
抱
え
な
が
ら
生
活
す
る
際
の
「
困

っ
た
、
ど
う
し
よ
う
」「
あ
あ
し
た
い
、
こ

う
で
き
た
ら
」
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
暮
ら
す
障
が
い
者
の
た
め

の
生
活
の
場
や
日
中
活
動
の
場
、
余
暇
活

動
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
や
支
援
を
行

い
ま
す
。 

 

就
業
支
援 

　「
仕
事
を
し
た
い
」「
職
場
実
習
・
職
場

見
学
を
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
就
業
さ
れ
て
い
る
方
の

職
場
で
の
悩
み
に
つ
い
て
、
職
場
と
の
調

整
や
事
業
主
へ
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。 

障
が
い
児
支
援
・
療
育
支
援 

　
地
域
全
体
で
障
が
い
児
の
生
活
や
ご
家

族
を
支
え
て
い
く
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
早
期
発
見
と
早
期
療
育

の
た
め
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

　
そ
の
他
、
障
が
い
に
関
わ
る
相
談
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

相
談
日
　
毎
週
・
月
曜
日
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
30
分 

　
　
　
　
※
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
事
情
に
よ
り
時
間
外
に

相
談
を
し
た
い
方
は
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

＊
連
絡
先 

　
〒
398
―

0002
　
大
町
市
大
町
1
1
2
9
番
地 

　
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

　
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
　 

T
E
L
　

0
2
6
1
―

2
6
―

3
8
5
5
 

F
A
X
　

0
2
6
1
―

2
6
―

3
8
5
6
 

ｅ
メ
ー
ル
　sukuram

ujp@
yahoo.co.jp

大町警察署 

信濃大町駅 
R147

R148

至白馬・糸魚川 

大町アルペンライン 

大町市役所 
大町高校 

至運動公園 
私立大町 
総合病院 

農
免
道
路 

束
町
線 

Ｊ
Ｒ
大
糸
線 

合同庁舎 

北大町駅 

上仲町信号 

神栄町信号 

塩の道博物館 

中
央
通
り 

中
央
通
り 

保健センター 
公民館分室 

至豊科・松本 至豊科・松本 至池田・明科 

大町駅から徒歩５分・市民バスふれあい号「総合福祉センター」下車 
駐車場完備・車いす用駐車場完備　　　※市民バスは７つのルート 

スクラム・ネット 
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ま
ん
べ
ん
な
く
食
べ
れ
ば
「
マ
ゴ
ワ
ヤ
サ
シ
イ
」
体
に
や
さ
し
い 

の
小
部
屋 

   

 
　
例
年
に
比
べ
暑
い
と
言
わ
れ
た
こ
の
夏
も
、
や
は
り
お
盆
を
過
ぎ
る

と
日
に
日
に
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
と
言
え
ば
読
書
・
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
食
欲
の
秋
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
の
食
欲
の
秋
か
ら
寒

い
冬
に
か
け
て
ど
う
し
て
も
体
重
が
増
え
て
し
ま
う
、
体
に
脂
肪
を
蓄

え
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
や
す
い

和
食
に
よ
く
使
わ
れ
る
食
材
「
マ
ゴ
ワ
ヤ
サ
シ
イ
」
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
マ
ゴ
ワ
ヤ
サ
シ
イ
食
材
は
あ
る
七
つ
の
食
材
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
わ
か
り
ま
す
か
？
ヒ
ン
ト
を
参

考
に
し
て
、
ま
た
日
頃
の
食
事
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 　

マ
－ 

 

　
畑
の
肉
と
も
言
わ
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
が
多
く
、
豆
腐
や
納
豆
の
材
料

に
な
る
食
べ
物
の
仲
間
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
似
た
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を
多

く
含
み
ま
す
が
、
と
り
す
ぎ
に
は
注
意
。 

 

　

ゴ
－ 

 

　
セ
サ
ミ
ン
が
含
ま
れ
る
食
べ
物
で
、
炒
る
と
香
り
が
よ
く
、
油
に
も

な
る
食
べ
物
の
仲
間
。
栗
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
も
同
じ
仲
間
。 

 

　

ワ
－ 

 

　
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
い
、

海
の
中
に
あ
る
食
べ
物
。
紅
や
褐
色
、
緑
な
ど
色
と
り
ど
り
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

 

　

ヤ
－ 

 

　
形
、
色
、
大
き
さ
、
味
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
水
分
、
食
物
繊
維
、
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
を
多
く
含
む
食
べ
物
の
仲
間
。
食
前
に
食
べ
る
と
食
べ
過
ぎ

予
防
に
も
な
り
ま
す
。 

 

　

サ
－ 

 

　
長
野
県
に
は
海
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
川
や
湖
で
と
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。D
H
A
・
E
P
A
・
I
P
A
と
い
っ
た
不
飽
和
脂
肪
酸
が
多
く

含
ま
れ
、
循
環
器
疾
患
の
予
防
や
脳
の
活
性
化
な
ど
の
働
き
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

　

シ
－ 

 

　
冬
茹
、
香
信
と
い
っ
た
種
類
が
あ
り
、
独
特
の
香
り
と
と
も
に
う
ま

み
成
分
を
多
く
含
む
食
べ
物
の
仲
間
。
秋
に
か
け
て
山
に
採
り
に
行
く

方
も
多
い
の
で
は
？ 

 

　

イ
－ 

 

　
春
雨
の
材
料
に
な
る
も
の
や
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
材
料
に
な
る
も
の
な

ど
が
あ
り
、
で
ん
ぷ
ん
を
多
く
含
む
食
べ
物
の
仲
間
。 

  

こ
こ
に
は
な
い
食
材
を
食
べ
る
と
体
に
悪
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
食
材
を
、
少
し
ず
つ
ま
ん
べ
ん
な
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
昼
の
番
組
で
見
た
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
体

に
良
い
と
い
う
食
材
ば
か
り
毎
日
食
べ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
… 

  

答
え
は 

マ
…
豆
類 

ゴ
…
ゴ
マ
な
ど
の
種
実
類 

ワ
…
ワ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
類 

ヤ
…
野
菜
類 

サ
…
魚
類 

シ
…
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ
類 

イ
…
イ
モ
類 

   10
月
17
日
か
ら
10
月
23
日
は
、 

薬
と
健
康
の
週
間
で
す
。 

      

　
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
は
？？ 

 

○
薬
と
一
緒
に
健
康
食
品
を

食
べ
た
ら
調
子
が
悪
い
。 

 

○
タ
バ
コ
を
や
め
ら
れ
な
い
。 

 

○
漂
白
剤
が
目
に
入
っ
ち
ゃ

っ
た
。 

 

○
薬
の
使
い
方
を
間
違
え
た
。 

 

○
消
毒
の
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い
。 

 

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
え
て
欲
し
い
。 

     

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課 

 

薬
と
健
康
の
週
間
 

薬
を
安
全
に
、 

安
心
し
て
、 

上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う 

お
近
く
の
薬
局
の 

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 
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○ 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て 

    

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気

で
す
。
主
な
症
状
と
し
て
は
、
高
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
・
全
身
倦
怠
感
・
の
ど
の
痛
み
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
の
か
ぜ
と
比
べ
症
状
が
重
く
、
全
身
症
状
も
顕
著
に
現
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
が
罹
る
と
肺
炎
を
併
発
し
た
り
、
持
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
。 

　
村
で
は
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
負
担
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
予
防
接

種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。 

 

対
象
者 

白
馬
村
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。 

①
平
成
21
年
１
月
31
日
現
在
65
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
65
歳
の
誕
生
日
以
降
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
） 

②
平
成
21
年
１
月
31
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
呼
吸
器
機
能
・
心
臓
機
能
・

腎
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
、
１
級
に
相
当
す
る
方 

 

費
　
用 

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
、
自
己
負
担
分
千
円
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

（
１
人
３
千
円
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
） 

な
お
、
予
防
接
種
費
用
公
費
負
担
は
期
間
中
１
回
に
限
り
ま
す
。 

 

接
種
期
間 

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
１
月
31
日
ま
で 

 

予
防
接
種
の
方
法 

村
内
の
医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
ま
す
。 

な
お
、
希
望
者
は
各
自
で
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　 

＊
ご
不
明
な
点
は
、
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
半
年
前
に
比
べ
て
　
固
い
も
の
が
食
べ

に
く
く
な
り
ま
し
た
か 

○
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
　
む
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か 

○
口
の
渇
き
が
　
気
に
な
り
ま
す
か 

 

　
以
上
の
３
つ
の
質
問
の
う
ち
、
２
つ
以

上
「
は
い
」
と
答
え
た
方
は
、「
口
腔
機

能
の
低
下
」
が
心
配
で
す
。（
生
活
機
能

の
問
診
よ
り
　
全
国
統
一
基
準
） 

　
口
腔
機
能
と
は
、
飲
む
・
食
べ
る
・
唾

液
を
出
す
・
発
声
な
ど
、
食
事
や
会
話
な

ど
の
日
常
生
活
に
直
決
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
機
能
が
加
齢
に
よ
り
低
下
す
る
と
、

食
べ
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
体
力
が
弱

く
な
る
、
嚥
下
性
肺
炎
な
ど
の
病
気
に
か

か
り
や
す
く
な
る
、
人
と
の
交
流
が
億
劫

に
な
る
な
ど
、
心
身
と
も
に
悪
い
影
響
が

あ
り
ま
す
。
食
事
を
と
る
口
は
、
生
命
力

の
入
り
口
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

　
で
は
、
口
腔
機
能
の
維
持
、
向
上
の
た

め
の
、
自
宅
で
で
き
る
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
虫
歯
や
歯
周
病
な
ど
が
あ
る
方
は
、
ま

ず
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。 

②
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
壊
れ
て
い
る
場
合

は
、
ま
ず
歯
医
者
さ
ん
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

③
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
清
掃
を
食
後
に
丁

寧
に
し
ま
し
ょ
う
…
口
中
の
細
菌
を
減

ら
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

④
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
…
よ
く
か
む
と
、

脳
へ
の
血
液
の
流
れ
が
よ
く
な
り
ま
す
。 

⑤
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う
…
肌

も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
ね
。 

⑥
下
あ
ご
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う

…
唾
が
口
の
中
に
じ
わ
ー
と
出
て
く
る

場
所
を
探
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

⑦
舌
の
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
…
「
あ
っ
か

ん
べ
ー
」
舌
を
出
し
て
上
下
左
右
に
大

き
く
動
か
し
ま
す
。 

⑧
笑
う
・
歌
う
・
話
す
…
時
に
は
大
き
な

口
を
あ
け
て
、
大
き
な
声
を
出
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 

 

　
何
年
か
後
の
な
り
た
い
自
分
の
た
め
に
、

現
在
の
自
分
の
生
活
機
能
「
暮
ら
す
力
」

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
方
、
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
様
の
介
護
、
権
利
擁
護
な
ど

の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
い
た
し
ま
す
。 

 

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
役
場
１
階
住
民
福
祉
課
奥
） 

T
E
L
　（
直
通
）7
2
―

6
6
6
7

生
き
生
き
し
た
５
年
後
、
10
年
後
を
目
指
し
て
！ 

『
口
腔
機
能
の
向
上
』
い
つ
ま
で
も
　
お
い
し
く
食
べ
よ
う 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
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各 種 相 談 日 程  

9月～10月保健ガイド  

 
 
 

休日当番医 
月　日 
９月21日
９月23日
９月28日
10月５日
10月12日
10月13日
10月19日
10月26日

日 
火 
日 
日 
日 
月 
日 
日 

曜日 歯科医院 
小谷歯科医院 

丸山歯科クリニック 
宮下歯科医院 
岡江歯科医院 
砂田歯科医院 
竹内歯科医院 
武田歯科医院 
西澤歯科医院 

白馬・小谷村 大町市内（内科・小児科） 大北一円（外科） 
石曽根医院 
大町総合病院 
安曇総合病院 

狩谷整形外科医院 
西森整形外科 
栗林医院 

みどりクリニック 
石曽根医院 

小野医院 
平林医院 

横沢内科医院 
新津内科医院 
伊東医院 

柿下クリニック 
遠藤内科医院 
加藤診療所 

横沢医院 
しんたにクリニック 

横沢医院 
公済堂（北沢）医院 

栗田医院 
白馬診療所 
小谷村診療所 

しんたにクリニック 

毎週火曜日 
毎週水曜日 
毎週木曜日 

１歳児の広場 
０歳児の広場 
２・３歳児の広場 

子育て支援ルーム 

９：30～12：00

毎週月曜日 育児相談 
９：30～12：00

※２カ月育児相談実施日はお休みします。

○お出かけ日　日時：10月２日（木）10時～　場所：観音原（切久保）  

○おはなし会　日時：10月６日（月）10時～　場所：子育て支援ルーム  

○山崎先生と語る会（第３回）『「子どもの自己主張」と「親の都合」の折り合いどころ』
　日時：10月27日（月）10時～12時　場所：子育て支援ルーム

９：30～12：00、13：30～16：00

13：30～16：00
自由利用 

毎週月曜日 
毎週火・水・木曜日 

心配ごと相談 
　「どこでも・気軽に・利用しやすい相談所」を協力し合って開設していますのでご利用ください。 
秘密は固くお守りいたします。 

11月18日（火） 13：00～15：00

時　間 開設日 

ふれあいセンター２階福祉相談室 

場　所 連絡先 
白馬村社会福祉協議会 

TEL　72―7230

障害者総合支援センター出張相談 
障害者の方とそのご家族の方等のあらゆる相談に応じますので、お気軽にご利用ください。 

９月19日（金） 13：00～15：00

時　間 開設日 担当者 場　所 

安藤 

連絡先 

ふれあいセンター２階福祉相談室 

10月24日（金） 13：00～15：00 安里 ふれあいセンター２階福祉相談室 

大北圏域障害者総合支援センター 
TEL　26―3855

大北圏域障害者総合支援センター 
TEL　26―3855

 

健 診 等  

９月18日（木）
９月19日（金）
９月25日（木）
９月29日（月）
10月９日（木）
10月21日（火）
10月27日（月）
10月28日（火）

１歳半健診 
マタニティ教室① 
赤ちゃん健診 
２ヵ月育児相談 

赤ちゃん健診（後期） 
赤ちゃん健診（前期） 
２ヵ月育児相談 
マタニティ教室② 

13：00～13：15

　10：00開始
9：15～９：30

9：45～10：00

9：15～９：30

9：15～９：30

9：45～10：00

　10：00開始

月　日 事業名 受付時間 対象になるお子さん 

場所：ふれあいセンター 

月　日 接種の種類 受付時間 対象になるお子さん 
９月19日（金）
10月28日（火）

10月29日（水）

ポリオ 
BCG 

麻疹・風疹 
三種混合 

13：15～14：15

13：15～14：15

13：15～14：15

２回目　H19年６月～H20年１月生
H20年５月～７月生
１期　H19年７月30日～H19年10月29日生
初回１回　H20年2月生

予防接種 場所：ふれあいセンター 

H19年２月～H19年３月生

H19年11月生およびH20年５月生
H20年７月生
H19年12月生
H20年６月生
H20年８月生

※赤ちゃんマッサージの日程についてはホームページをご覧ください。   
http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/life_stage/born/baby_massage.html
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　今年度の文化祭は11月１日（土）～３日（祝）までの３日間ウイング21において開催しま
す。日頃同好会、グループ、サークル等で活躍されている皆さん。作品の出展や芸能発
表など、１年間の練習成果の発表の場に是非ご利用ください。個人での参加も受け付け
ますのでお気軽にお申込みください。参加申込みの広報は９月中旬の新聞の折込チラシ
と行政　無線、白馬村行政HPで行います。（文化祭期間中はウイング21施設の使用は出
来ません。ご了承ください。）
＊お問い合わせ：白馬村公民館　TEL　72―5000

第38回白馬村文化祭　11月１日～３日に開催します。 

祝 平成20年度白馬村成人式
　平成20年度白馬村成人式が８月15日（金）に、ウイング21で行わ
れました。式典では、白馬村長、西澤議長、太田選挙管理委員長、
白馬中学校時代の恩師が新成人に激励の言葉を送りました。その
後、新成人を代表して坂本匠さんが謝辞を述べました。
　今年度白馬村の成人者104名でした。

　式典終了後は成人者による記念行事を行いました。 
　太谷竜樹さん、小田佳奈里さん、井上将太さんの企画で大変凝
ったものでした。成人者も大変思い出深い記念行事となったこと
でしょう。 

オープニング 
ビデオ（ACV大きくなったら） 
小学校恩師からのビデオレター 
抽選会 
恩師のお話（中学校当時の思い出話） 
ライブ 
ベストドレッサー等授賞式 

記念行事 

Vol. 427

館長　太田敏彦 

Tel.0261―72―5000 
Fax.0261―72―7001

白 馬 村 公 民 館 

2008.9.16
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　白馬村村民運動会が９月７日に北部グラウンドで開催されまし

た。今年も昨年度に引き続き長雨の影響で、スノーハープの芝の

状況が悪いため、北部グラウンドに会場を変更しての開催となり

ました。今後も親睦と交流を深める場として、皆さんのご理解と

ご協力を頂きながら開催して行きます。 

　最後に、この運動会を開催するにあたり、多くの方々のご協力

をいただきまして誠にありがとうございました。 

 

綱　引　き 
優　勝　八方口・瑞穂・エコーランド　　　　　チーム 
準優勝　八方・山麓・和田野　　　　　　　　　チーム 
第３位　沢渡・三日市場・堀之内　　　　　　　チーム 
第３位　森上・野平・塩島・立の間・青鬼・通　チーム 
 
分館対抗リレー女子 
優　勝　飯森　　　　　　　　　　　　　　　　チーム 
準優勝　飯田　　　　　　　　　　　　　　　　チーム 
第３位　沢渡・三日市場・堀之内　　　　　　　チーム 
 
分館対抗リレー男子 
優　勝　白馬町　　　　　　　　　　　　　　　チーム 
準優勝　八方・山麓・和田野　　　　　　　　　チーム 
第３位　飯田　　　　　　　　　　　　　　　　チーム 

総 合 
優　勝　飯森 チーム
準優勝　白馬町 チーム
第３位　八方・山麓・和田野 チーム
第４位　内山・佐野 チーム
第５位　沢渡・三日市場・堀之内 チーム
第６位　飯田 チーム
第７位　大出・嶺方・蕨平 チーム
第８位　八方口・瑞穂・エコーランド チーム
第９位　新田・切久保・落倉・どんぐり チーム
第10位　深空・みそら野 チーム
第11位　森上・野平・塩島・立の間・青鬼・通 チーム

結 果

第52回 白馬村村民運動会開催
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　白馬ウイング21ホール友の会が結成して10周年を迎えました。 

　10周年記念として、白馬村在住のフルート奏者塩嶋達美さんと素敵な仲間達によ

るコンサートを開催します。 

　心地よい秋風とともに素敵な時間を過ごしませんか。 

日　時　10月24日（金）　19：00開演（18：30開場） 

会　場　ウイング21文化ホール 

曲　目　モーツァルト　オペラ　「魔笛」より 

序曲・「なんという不思議な笛の音だ」　ほか 

日本歌曲　　「かやの木山の」　（山田　耕筰） 

　　　　　　「初恋」　　　　　（越谷達之助）ほか 

メシアン生誕100年に寄せて 

　　　幼子イエスに注ぐ20のまなざし 

ビゼー・ボルン　カルメン幻想曲　　　　　　　他 

プレイガイド：ウイング21・白馬村役場JA窓口・明寿堂・
福島書店・道の駅白馬・クリーニングのア
ピア（ハピア内）・北村時計店（小谷村）・
塩原書店（大町市） 

　　　　　　　※友の会会員はウイングのみで取扱します 

白馬ウイング21ホール友の会10周年記念 

塩嶋達美と素敵な仲間達　～秋風にのせて～ 

出　演　三遊亭小遊三・マギー司郎

日　時　12月４日（木）　18：30開演（18：00開場）
会　場　ウイング21文化ホール 

ういんぐ21 爆笑寄席 

絶賛発売中 

ウイング21文化ホール公演情報 

小　人（中学生以下） 大　人（高校生以上） 

2，000円 1，000円 

小　人（中学生以下） 大　人（高校生以上） 

1，500円 500円 

フルート　塩嶋達美 テノール　与儀　巧 ピアノ　平林弓奈 

チケット（一　般） 

チケット（ホール友の会） 
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男女共同参画社会づくり～ちっちゃなことから始めよう～ 

11

男女共同参画についてのご意見等をお寄せ下さい。ご相談もお聴きします。お問い合わせは・・白馬村役場総務課：男女共同参画係　172-5000（内線120番） 

男女共同参画社会とは・・男女が性別により差別されたり、固定的な役割が強制されたりすることなく、 
一人ひとりの個性と能力が十分活かされた誰もが住みやすい社会です。 

各地区普及員を対象とした研修会を開催しました。 

１０月に村民研修会を 
予定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　７月28日に、松本教育事務所生涯学習課指導主事
の中村博見さんにおいでいただき、研修会を開催し
ました。 
　『男女共同参画について考えてみよう』というテ
ーマで、「どんな課題があるのか」、「どうすればい
いのか」という事をお話しいただきました。 
　まだまだ、いろいろな場面において女性問題（女

性蔑視、DV、セクハラ、ジェンダー意識など）が
残っており、性別に関係なく、男女共に尊重しあい、
個性を生かせる社会が出来ていない事、社会情勢の
変化や少子高齢化社会に対応していくためには、そ
のような問題を解決し、男女共同参画社会を築く事
が大事である事。 
　そのためには、白馬村の「ちっちゃなことから始
めよう」というキャッチフレーズに従い、自分ので
きる小さな事の積み重ねが男女共同参画を進めてい
く上で大事であるとの事でした。 
　10月27日（月）には、村民の方を対象とした研修会
を開催します。そこで、下諏訪町の樽川通子さんに
おいでいただき、男女共同参画についてお話をして
いただきます。多くの方の参加をお願いします。 
 
 
樽川通子さんプロフィール 
下諏訪町議会議員、また女性として始めて長野県監
査委員を歴任され、現在は、男女共同参画の研修会
での講師などで活躍されています。なお、その功績
が認められ、昨年度　内閣官房長官から男女共同参
画社会づくり功労者表彰を受賞されました。 

たるかわ みちこ 

 

　
こ
の
ひ
ろ
ば
は
、
現
在
そ
し
て
未
来
の
村
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
何
を
し
た
ら
良
い
か
、
あ
る
い
は
し
て
は
い
け

な
い
か
、
村
政
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
村
民
の
意
見
や
情
報
を
交
換
し
合
う
場
と
し
て
開
設
し
て

お
り
ま
す
。 

 
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
こ
の
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
聞
い
て
も
ら
い
た
い

こ
と
等
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
な
お
、
原
則
と
し
て
誹
謗
中
傷
等
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
筆
者
の
匿
名
は
認
め
ま
せ
ん
。 

■
原
稿
の
受
付
・
問
い
合
わ
せ
 
白
馬
村
公
民
館
 

白
馬
町
／
栗
原
忠
雄

白
馬
町
／
栗
原
忠
雄
 

白
馬
町
／
栗
原
忠
雄
 

　
白
馬
村
に
住
ん
で
足
か
け
十
年
に
な
り
ま
す
。

　
白
馬
村
に
住
ん
で
足
か
け
十
年
に
な
り
ま
す
。 

　
美
し
い
自
然
。

　
美
し
い
自
然
。
お
い
し
い
空
気
。

お
い
し
い
空
気
。
濁
度
濁
度
（
だ
く
ど
）

（
だ
く
ど
）0.
0
0
0
1

0
0
0
1
の
き
れ
い

の
き
れ
い

な
水
。

な
水
。
感
謝
の
日
々
で
す
。

感
謝
の
日
々
で
す
。 

　
で
も
少
し
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
で
も
少
し
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
数
字
を
見
て
く
だ
さ
い
。

次
の
数
字
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

 白
馬
村

白
馬
村
の
次
代
を

次
代
を
担
う
人
た
ち
 

白
馬
村
の
次
代
を
担
う
人
た
ち
 

　
白
馬
村
に
住
ん
で
足
か
け
十
年
に
な
り
ま
す
。 

　
美
し
い
自
然
。
お
い
し
い
空
気
。
濁
度
（
だ
く
ど
）0.
0
0
0
1
の
き
れ
い

な
水
。
感
謝
の
日
々
で
す
。 

　
で
も
少
し
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
数
字
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

 ①
観
光
客
数
 

　
ピ
ー
ク
に
比
べ
て
百
三
十
七
万
人
（
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
減
り
ま
し
た
。
 

 ②
人
　
　
口
 

　
今
年
の
三
月
末
現
在
で
九
千
二
百
三
十
一
人
。 

　
　
十
年
前
よ
り
三
百
三
十
三
人
減
り
ま
し
た
。
大
し
た
こ
と
な
い
よ
う
に
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
中
身
が
問
題
で
す
。 

　
　
若
さ
と
活
力
の
あ
ふ
れ
る
二
十
代
は
、
わ
ず
か
七
百
七
十
一
人
。
十
年
前

よ
り
四
百
九
十
四
人
も
減
り
ま
し
た
。
き
っ
と
白
馬
で
の
人
生
や
生
活
プ
ラ

ン
が
立
て
に
く
い
の
で
し
ょ
う
。 

　
　
さ
ら
に
全
体
で
み
る
と
、
〇
歳
か
ら
四
十
九
歳
ま
で
の
人
口
は
千
百
十
五

人
減
り
、
五
十
歳
以
上
は
九
百
九
十
三
人
増
え
ま
し
た
。（
統
計
上
の
特
殊
修

正
が
あ
り
全
体
数
は
合
致
し
ま
せ
ん
） 

　
　
こ
の
ま
ま
で
は
若
い
人
や
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
、
お
年
寄
り
の

村
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 ③
土
地
の
公
示
価
格
 

　
駅
前
で
ピ
ー
ク
の
約
五
分
の
一
、
住
宅
地
は
約
三
分
の
一
で
す
。 

 　
以
上
の
三
つ
は
と
て
も
重
要
な
赤
信
号
で
す
。
働
き
手
も
、
介
護
す
る
人
も

い
な
く
な
る
し
、
介
護
し
て
ほ
し
い
人
は
増
え
る
。
美
し
い
自
然
が
あ
っ
て
も

観
光
客
は
減
る
で
し
ょ
う
。 

　
若
い
人
が
減
る
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
、
村
全
体
で
考
え
て
、
若
者
に
い
き

い
き
と
、
気
概
を
持
っ
て
次
代
を
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 
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No.82
平成20年９月 

図書館の 
おやすみ 

図書館の 
開館時間 

      

午
前
　
９
時
〜
12
時
 

昼
　
１
時
間
閉
館
 

白馬村図書館 
TEL（72）―5200

・
月
曜
日
　
祝
日
 

・
毎
　
月
　
最
終
金
曜
日
（
館
内
整
理
休
館
日
）
 

　
　
　
　
　
↓
祝
日
と
重
な
る
場
合
、
休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

・
そ
の
他
　
や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

午
後
　
1
時
〜
６
時
 

低
身
長
治
療
の
専
門
医
が
、
高
身
長
国
の
食
事

と
和
食
の
利
点
を
合
わ
せ
て
考
案
し
た
レ
シ
ピ
と
、

成
長
に
必
要
な
睡
眠
・
栄
養
・
運
動
に
つ
い
て

紹
介
。 

勢
い
の
あ
る
、
面
白
い
温
泉
地
が
増
え
て
き
た
！

全
国
で
温
泉
地
再
生
に
取
り
組
ん
だ
人
々
の
事

例
と
、
地
域
の
魅
力
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
人
々

の
動
き
を
紹
介
し
た
一
冊
。 

 

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
猪
口
千
夏
の
も

と
を
訪
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
、
人
生
最
後

の
命
の
明
滅
。
胸
に
迫
る
人
生
の
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
を
描
く
小
説
。 

お
こ
づ
か
い
を
か
せ
ぐ
た
め
に
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
た
ね
ず
み
男
が
で
あ
っ
た
男
に
は
、
お
そ

ろ
し
い
ひ
み
つ
が
あ
っ
た
！
急
げ
、
鬼
太
郎
。

こ
ど
も
た
ち
を
救
出
せ
よ
！
 

おはなしの会 
毎月　第２土曜日 

午前　10：30～ 
白馬村図書館 

児童ルームにて 

開催中です 。 

一般書 一般書 

一般書 一般書 

子
ど
も
の
身
長
を
伸
ば
す
 

成
長
食
レ
シ
ピ
 

温
泉
地
再
生
　
 

―
地
域
の
知
恵
が
魅
力
を
紡
ぐ
―
 

切

羽

へ
 

日
本
の
古
典
を
読
む
⑲
　
雨
月
物
語
 

冥
途
の
飛
脚
　
心
中
天
の
網
島
 

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
と
 

た
れ
み
み
く
ん
 

 

児童書 

額田　成 
分類　493ヌ 

分類　918二 
水木しげる 
分類　913ミ 

久保田美穂子 
分類　689ク 

井上荒野 
分類　Fイ 

　山田宗樹 
分類　Fヤ 

ディック・ブルーナ 
分類　Eブ 

人
の
執
念
の
怖
さ
を
怪
奇
の
世
界
に
描
い
た
上

田
秋
成
と
、
人
の
弱
さ
が
招
く
悲
劇
を
語
る
近

松
門
左
衛
門
。
現
代
語
訳
付
き
原
文
で
読
む
、

日
本
の
古
典
文
学
。 

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ス
に
、
あ
た
ら
し
い

お
と
こ
の
こ
が
　
は
い
っ
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

そ
の
こ
の
な
ま
え
は
…
、
た
れ
み
み
く
ん
？
 

一般書 

絵　本 

No.82

き

り

は

 

人
は
永
遠
に
 

輝
く
星
に
は
な
れ
な
い
 

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
と
 

妖
怪
ガ
マ
先
生
 

第
１
３
９
回
　
直
木
賞
受
賞
作
。
緻
密
な
筆
に

描
き
き
っ
た
哀
感
あ
ふ
れ
る
恋
愛
小
説
。 
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白
馬
町
／
栗
原
忠
雄
 

　
白
馬
村
に
住
ん
で
足
か
け
十
年
に
な
り
ま
す
。 

　
美
し
い
自
然
。
お
い
し
い
空
気
。
濁
度
（
だ
く
ど
）0.
0
0
0
1
の
き
れ
い

な
水
。
感
謝
の
日
々
で
す
。 

　
で
も
少
し
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
数
字
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

 白
馬
村
の
次
代
を
担
う
人
た
ち
 



発
行
・
白
馬
村
役
場
　
〒
399
―

9393
　
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
7
0
2
5
　
　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://gyosei.v

ill.h
ak
u
b
a.n
ag
an
o.jp

　
T
E
L
　

0
2
6
1
―

7
2
―

5
0
0
0
　
印
刷
　
蔦
友
印
刷
株
式
会
社 

 

広報 

人口：9,200人（前月比＋4人）男4,600人　女4,600人　3,583世帯 

（平成20年９月１日　現在） 

姉妹都市コーナー  

編 集 後 記 

静岡県
 

　８月19日に大雪渓上部で土砂崩落により、死者が出るという痛ましい事故が発生しました。 
　白馬岳は比較的初心者向きの山とガイドブックなどで紹介されていますが、落石など危険箇
所もあり、油断できません。 
　山は、普段の喧噪を離れ、たくさんの高山植物や、美しい景色など多くの癒しと感激を与えて
くれます。しかし、時に手厳しい感情をむき出しにして人々に襲いかかってくることもあります。 
　自分だけには大丈夫という過信はせず、常に余裕を持った行程で時には引き返す勇気も持つ
必要があると思います。無理をしなくても山は逃げません。 
　たくさんのお客様に慎重で、かつ時には謙虚な気持ちで、素敵な思い出を心の中で持ち帰っ
てもらいたいですね。 

河 津 町  

　夏休みも終わりに近づいた８月20日、町

内の小学生を対象に、教育委員会が主催し

た川遊びが行われ、町内の小学生98人が参

加しました。 

　会場となった河津川は、アユ釣りが最盛期。

アユのつかみ捕りも行われ、取れたてのア

ユの塩焼きを味わいました。今年、河津川

のアユは豊漁で、この日のアユも、河津川

非出資漁協から子どもたちに贈られたもの

です。川で思いきり遊んでおなかがすいた

子どもたち、アユが焼けるのをまだかまだ

かと待っていました。 

 

和歌山
県 太 地 町  

　毎年恒例の白馬村との交流会が開催され、白
馬北小学校５年生66名が７月28日に来町されま
した。翌29日、公民館での歓迎会の後、太地小
学校５年生の児童も一緒に紀の松島めぐりを楽
しみ、継子投げ、梶取崎、くじらの博物館を見
学しました。 
　昼食には保護者特製のおいしいカレーを頂き、
白馬の生徒も鯨の竜田揚げなどをおいしそうに
食べていました。　　　 
　午後からは、おまちかねの磯遊び！向の浦で
海水浴や貝採り体験などを一緒に楽しみ、交流
を深めました。冬には、太地小学校の生徒が白
馬村を訪問し、雪遊びなどで交流を深めお世話
になっています。今年で24回目を迎えますが、
これからも両町村はもとより、両校の発展を願
いつつこの交流会が今後も継続されることを願
います。 

アユ、焼けたかな？ 
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村政情報はホームページでも 
ご覧いただくことができます。 

http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp

広報はくばおよび白馬村行政公式ホ
ームページに掲載する広告（有料）
を募集しています 
＊お問い合わせ　白馬村役場総務課 

広告募集中 

ようこそ太地へ 
白馬北小５年生が来町！ 


